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口

ッ
ツ
ェ
妥
當
説
の
由
來
（
承
前
）

　
（
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
中
心
と
し
て
）

，
四
躍

錦
　
田
　
義
　
富

十
羅

・
ラ
イ
プ
ニ
。
ツ
は
理
性
的
眞
理
の
領
域
を
ぱ
、
論
理
及
び
数
理
の
至
範
園
．
帥
ち
毫
竜
経
験
的
要
素

を
混
へ
ざ
る
純
粋
思
惟
の
二
面
界
全
部
に
焦
る
竜
の
と
考
へ
π
黛
O
q
タ
国
運
』
＜
b
い
♀
ざ
。
。
降
ト
廿
①
掌

¢
。
2
〃
。
㌶
降
ρ
目
…
Φ
・
．
〈
h
押
。
。
蹟
）
。
勿
論
其
領
域
が
こ
れ
で
悉
さ
れ
て
居
み
と
云
ふ
の
で
は
無
い
。
軍

に
既
知
の
認
識
に
就
て
見
て
も
、
其
掩
有
す
る
悪
言
は
（
後
に
竜
説
及
ぶ
蓮
り
）
種
類
に
於
て
そ
れ
よ

う
恵
遙
に
慶
大
で
あ
る
。
否
、
理
性
的
眞
理
そ
れ
自
身
の
範
園
は
本
盗
無
限
で
あ
る
ゆ
有
限
は
人

間
に
認
識
せ
ら
れ
た
る
眞
理
に
就
て
の
み
言
ひ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
（
］
）
①
同
Φ
長
月
〔
三
α
Q
貯
聾
哩
銭
野
嵩

…
Q
．
＜
H
ど
。
。
O
O
・
寓
。
塁
9
ゆ
隣
O
、
。
然
ら
ば
理
牲
的
翼
理
は
眞
理
と
し
て
如
何
な
る
特
質
を
備
へ
て
居

・
る
か
。
抑
竜
永
遠
必
然
な
う
と
謂
は
る
る
理
性
的
翼
理
本
來
の
面
目
は
如
何
。
（
卑
は
以
葡
に
Q
。
跨

と
せ
し
を
更
に
衙
箪
に
せ
る
符
號
で
あ
る
）
。



　
　
聖
母
的
眞
理
の
偶
然
で
あ
る
と
云
は
れ
る
の
に
甥
し
て
、
理
性
的
節
理
は
必
然
で
あ
る
と
種
せ

　
ら
れ
る
。
偶
然
的
て
ふ
形
容
詞
は
事
實
興
趣
理
に
不
可
知
の
一
面
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
竜
の

　
で
あ
る
が
、
併
も
眞
理
と
融
け
ら
れ
て
あ
る
は
夫
が
馬
糧
に
叉
認
識
齎
象
と
な
ら
得
る
他
の
一
面

　
を
竜
有
す
る
乙
と
を
顯
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
事
實
主
翼
理
に
竜
認
識
論
上
一
種
り
必
然

　
性
を
許
さ
ね
ば
な
ら
澱
。
夫
れ
で
ラ
イ
ブ
う
ツ
は
事
實
的
眞
理
の
必
然
性
を
物
理
的
・
假
言
的
或

　
は
道
徳
的
の
必
然
と
よ
ぴ
理
性
的
眞
理
の
必
然
性
を
ば
之
れ
に
止
し
て
野
里
的
・
形
而
上
學
的
・
藪

　
學
的
或
は
幾
何
學
的
必
然
と
名
け
巌
に
匿
別
を
し
て
居
る
e
Φ
賊
2
舞
。
轟
・
蟹
2
9
ぐ
鍔
ω
O
・
。
・
葺
の
。
9

　
離
酵
擁
H
停
Ω
・
●
H
＜
噂
禽
メ
ピ
。
琴
⑦
膨
寂
馨
鼠
…
O
」
冒
爵
α
・
笹
葺
。
ン
Φ
】
起
溶
く
…
O
・
ぐ
囲
卸
。
。
。
。
㊤
畠
り
。
）
。
然
ら
ば
謂

　
ぶ
腱
の
絶
望
的
必
然
と
絃
何
を
意
味
し
て
居
る
か
。
ラ
ィ
ブ
ニ
。
ツ
は
矛
盾
律
に
從
ひ
、
其
反
封
の

　
不
可
能
な
る
を
土
器
的
必
然
で
あ
る
と
云
ム
9
ζ
幽
・
）
。
然
し
不
可
能
て
ぶ
概
念
は
必
然
て
ふ
概
念

　
に
よ
っ
て
の
み
定
義
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
二
合
二
野
的
必
然
と
は
矛
盾
律
に
從
へ
る
も

　
の
と
云
ふ
意
義
を
有
す
る
に
比
ま
る
。
即
ち
肖
己
矛
盾
を
含
ま
ざ
る
命
題
は
凡
て
絶
封
的
必
然

　
の
眞
理
で
あ
る
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
自
己
矛
眉
を
含
ま
ぎ
る
込
の
を
可
能
思
者
と
よ

　
・
び
、
剛
面
に
夫
れ
が
存
在
と
異
る
の
意
を
表
は
す
と
共
に
、
他
面
彼
の
所
謂
二
二
的
必
然
な
る
竜
の

盟
の
素
質
を
理
解
す
る
關
鍮
を
吾
等
に
揚
供
し
て
居
る
。
蔀
ち
可
能
的
者
て
ぷ
命
名
を
通
し
て
、
吾

　
　
　
　
　
慣
ッ
・
ツ
エ
瓜
外
當
論
の
由
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槻
蝦
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鷺
等
は
彼
が
必
然
概
念
め
構
成
に
、
二
つ
の
窒
素
の
働
い
て
居
力
こ
と
を
推
察
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
其
一
つ
は
無
疵
的
の
O
Φ
】
旨
づ
δ
奮
で
あ
る
。
敷
學
に
於
て
は
、
其
五
帝
の
可
能
性
即
ち
自
家
齊
合
性

　
は
直
ち
に
其
必
然
性
を
意
味
し
、
之
に
封
減
す
る
存
在
物
の
有
無
を
問
は
な
い
、
自
己
矛
盾
無
き
こ

　
と
は
同
蒔
に
蔑
何
學
的
必
然
性
を
含
意
す
る
、
而
し
て
翼
理
の
理
想
的
典
型
は
正
し
く
新
く
の
如

　
き
…
幾
何
學
的
必
然
に
存
す
る
。
　
デ
カ
ル
ト
以
來
の
斯
様
な
歎
唇
面
の
考
方
は
疑
ひ
竜
な
く
ラ
イ

　
プ
ニ
。
ッ
の
必
然
概
念
構
成
の
哺
力
素
で
あ
っ
か
に
違
ひ
な
い
。
今
一
つ
の
要
素
は
理
性
的
眞
理

　
其
者
に
就
い
て
の
解
繹
上
．
デ
カ
測
ト
及
び
ス
ピ
ノ
置
ザ
に
増
し
て
と
つ
π
彼
の
反
野
的
態
度
で

　
あ
る
。
乙
の
第
二
の
織
に
就
て
は
少
し
く
解
説
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
理
盤
白
蟻
は
永
遠
的
眞
理
の
實
存
す
る
こ
と
、
論
れ
が
物
の
㊦
q
。
詔
じ
夢
を
表
は
す
竜
の
で
あ
る
と

　
云
ふ
思
想
は
．
決
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
魚
区
つ
た
澹
で
は
な
い
。
オ
「
ガ
ス
チ
ン
を
初
め
と
し
て
、

　
セ
ン
ト
・
ア
ン
セ
ル
ム
、
下
っ
て
は
ト
｝
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
眞
理
読
に
於
て
は
、
夫
は
切
要
な
る
根
本

　
観
念
と
し
て
明
白
に
論
究
さ
れ
て
居
る
。
更
に
迫
れ
ば
プ
ラ
ト
蜜
ン
の
イ
デ
ア
論
に
其
想
源
を

　
求
む
る
こ
と
留
出
來
る
で
あ
ら
う
。
プ
ラ
ト
す
ン
、
オ
f
ガ
ス
チ
ン
に
毒
す
る
此
歴
更
的
蓮
鎖
は

　
ラ
イ
ブ
轟
ツ
自
ら
竜
屡
々
言
明
し
だ
露
で
あ
る
（
囲
℃
蓉
。
蜜
銭
皇
図
・
・
畠
貯
置
”
函
轟
函
嶺
草
髪
8
く
』
鋒
馳
H
＜
り

　
ご
匂
O
●
＜
矯
魅
Q
。
）
。
プ
ラ
ト
；
ン
は
暫
く
之
を
措
き
、
オ
蜜
ガ
ス
チ
ン
、
ア
ン
セ
ア
ム
、
ト
彦
マ
ス
ミ
人
の



’

　
永
遠
臨
眞
理
に
…
封
ず
る
見
解
を
薫
れ
て
見
る
と
、
勿
論
其
聞
に
思
想
上
の
進
展
は
認
め
。
ら
れ
る
が
、

　
．
根
本
見
解
に
於
て
は
一
致
．
し
て
居
る
腱
が
あ
る
。
帥
ち
彼
等
に
み
っ
て
は
く
①
馨
器
は
第
一
に
永

　
劫
不
漫
普
汎
の
①
塁
Φ
碁
営
を
あ
ら
は
し
墾
轄
無
常
偶
然
な
る
Φ
己
。
。
8
9
貯
と
嚴
に
品
別
す
べ
き
も
の
、

　
前
者
は
後
者
存
立
の
條
件
踊
原
理
或
は
規
範
で
あ
る
、
第
二
に
夫
は
超
主
槻
的
の
眞
理
貞
膿
で
あ
る
、

　
第
三
に
夫
は
瀞
の
本
質
を
構
成
す
る
。
然
る
に
デ
カ
ル
ト
に
至
っ
て
ば
此
眞
理
観
に
著
し
い
獲

　
革
が
行
は
れ
た
。
彼
竜
永
遠
的
箕
理
を
読
か
粗
で
は
な
い
。
わ
が
意
識
を
反
省
す
る
と
其
内
に

　
公
演
に
し
て
不
獲
な
る
性
質
を
具
す
る
無
限
数
の
観
念
を
高
見
す
る
。
例
へ
ば
三
角
形
の
観
念

　
の
如
き
、
ぎ
孤
島
洋
算
。
象
鰹
¢
讐
Φ
冒
Φ
な
る
毒
。
蜂
篇
罎
ρ
。
q
8
同
彫
ρ
0
5
Φ
望
Φ
饗
Φ
田
畑
¢
慧
巳
鼠
①
を
有
す
る
、
夫
は
吾

　
の
希
う
出
せ
る
竜
の
込
の
で
な
く
、
叉
如
何
な
る
仕
方
に
達
て
も
吾
心
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な

　
い
と
（
竃
魯
冨
§
P
＜
）
。
然
る
に
彼
の
思
想
を
集
大
成
せ
る
型
訂
9
℃
鍵
℃
｝
巳
。
ω
o
嘗
一
器
即
に
曾
て
は
、
話
暮
？

　
。
・
蓉
酵
影
と
し
て
9
善
臼
壽
演
蓉
藻
。
。
ぞ
Φ
婁
一
9
嚢
を
あ
げ
、
其
範
園
を
大
に
縮
少
し
下
る
と
共
に
、
器
げ
①
学

　
暴
ω
く
巴
巨
多
岩
夢
営
Φ
図
翼
雲
薮
白
身
ぎ
8
σ
q
ぎ
㌶
8
①
轟
き
跨
§
一
｝
巴
）
①
艮
霧
と
説
い
て
所
謂
黒
具
槻
念
詮

　
を
提
唱
し
主
観
的
色
彩
を
鮮
や
か
な
ら
し
め
カ
（
℃
巨
。
凶
℃
営
喜
ぎ
8
℃
匡
ρ
ρ
押
㈱
●
低
。
。
一
陣
Φ
）
。
更
に
進
ん
・

　
で
永
遠
的
面
心
の
脚
に
封
ず
る
關
係
を
説
四
す
る
に
當
っ
て
は
．
此
翼
理
の
必
然
性
は
全
く
絶
封

鴇
性
を
失
ひ
偶
然
的
即
ち
可
能
的
存
在
と
同
一
地
位
に
立
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
聯
の

　
　
　
　
　
　
ロ
ツ
ツ
エ
姜
當
論
の
由
來
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
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四
八

羅
み
が
密
封
的
必
然
且
つ
永
遠
の
存
在
で
あ
う
本
質
で
あ
る
、
自
欺
の
も
め
は
之
に
比
す
れ
ば
凡
て

　
可
能
的
即
ち
偶
然
的
存
在
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
（
津
島
。
凶
覧
3
摂
吻
．
に
．
一
転
℃
9
邑
。
翁
器
。
毒
警
コ
。
○
ど
o
o
亭

　
る
器
。
。
勇
薮
8
＄
量
。
葺
。
・
諺
夢
鍾
○
Φ
嚢
奎
号
d
㊦
伍
§
券
ω
ら
鴛
甕
遷
Φ
亀
・
§
①
望
事
。
髪
・
〈
H
H
』
。
。
一
H
o
8
H
塗
ゆ

　
而
し
て
紳
の
實
在
性
は
絶
封
無
拘
束
の
票
田
意
志
で
あ
っ
て
一
切
信
共
全
能
力
の
所
産
で
あ
る
。

　
永
遠
的
翼
理
と
期
す
る
竜
の
も
神
の
意
志
の
創
造
す
る
慮
、
眞
理
な
る
が
故
に
紳
之
を
意
志
す
る

　
に
あ
ら
で
、
紳
之
を
意
志
す
る
が
故
に
眞
理
と
な
る
の
で
あ
る
。
μ
＋
b
。
1
1
。
。
と
云
ふ
如
き
数
學
的
眞
，

　
理
と
錐
ど
も
此
織
に
於
イ
”
は
同
断
で
あ
る
。
然
ら
ば
善
の
観
念
が
紳
の
意
志
を
支
配
す
る
か
と

　
云
ふ
に
左
う
で
も
無
い
。
置
ハ
や
善
の
法
則
は
紳
の
全
能
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
く
却
っ
て
之

　
に
依
存
し
之
が
自
由
の
所
産
π
る
に
過
ぎ
な
い
と
曾
Φ
琴
ρ
図
際
目
…
○
Φ
葛
き
9
が
慰
早
b
診
●
目
霧
霞
ρ
O
（
）
○
擁
じ

　
く
H
圏
W
O
Φ
β
＜
G
目
く
醤
同
G
O
－
㊤
・
ピ
Φ
簿
凹
．
ρ
〆
擁
H
嚇
○
㊦
⇔
〈
．
押
一
恥
歌
●
ピ
Φ
三
州
ρ
】
）
白
図
く
い
○
①
翁
島
〈
り
b
g
b
ひ
q
9
～
晒
）
。
　
A
コ
此
論
を
ラ
イ

　
ブ
㌻
ッ
の
永
遠
的
眞
理
観
と
の
關
係
に
於
て
考
察
す
る
と
．
三
つ
の
注
意
す
べ
き
織
が
あ
る
。
第

　
　
輔
に
永
遠
的
翼
理
は
竿
入
の
意
識
に
於
て
の
み
存
在
し
、
外
界
早
撃
に
は
そ
の
住
家
を
持
た
膿
、
と

　
云
ふ
織
波
於
て
主
観
性
を
脱
せ
風
如
く
に
見
へ
る
が
、
然
し
夫
は
吾
入
の
勝
手
氣
儘
に
左
右
す
る

　
芝
の
出
來
職
竜
の
、
換
言
す
れ
ば
入
間
に
封
し
て
は
永
遠
不
憂
で
あ
る
．
而
し
て
無
常
偶
然
の
威
畳

　
葡
存
在
と
は
朋
ら
か
に
麗
聾
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
然
し
之
を
憩
の
意
志
R
勤
立
、
せ
し



　
　
め
て
見
る
と
、
夫
は
蚕
く
偶
然
的
で
あ
っ
て
何
等
必
然
の
拘
束
力
を
竜
有
し
な
い
、
此
織
に
於
て
は

・
威
畳
的
存
在
と
差
響
す
る
慮
が
な
い
、
其
永
遠
性
必
然
性
は
饗
人
問
の
揚
合
に
限
ら
れ
る
相
封
的

　
　
必
然
性
で
あ
る
。
第
三
に
偶
然
的
と
可
能
的
と
は
匠
別
さ
れ
ず
相
質
し
て
使
用
さ
れ
て
居
る
。

　
轄
じ
て
ス
ピ
ノ
童
ザ
に
至
れ
ば
．
器
量
諺
建
メ
、
㊦
託
ぎ
富
㏄
は
矛
盾
律
に
制
約
さ
れ
泥
る
客
観
的
翼
理
と

　
　
な
う
（
ご
Φ
凶
曳
亀
¢
9
基
㊦
E
Φ
¢
翁
ぎ
零
．
＜
〔
葺
≦
o
富
u
警
固
b
言
急
ゴ
亀
三
（
夢
同
”
℃
．
H
◎
冥
簿
⑦
。
。
）
物
の
Φ
湊
。
客
詳
を
あ

　
ら
は
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
（
舅
㌶
多
H
ム
臨
P
⑩
噂
雰
娼
夢
）
、
一
風
は
生
滅
的
の
①
図
鐘
窪
げ
ぎ
と
匝
別
さ
れ
て

　
あ
れ
ど
へ
露
℃
。
騨
“
H
二
）
り
。
ワ
H
刈
Y
氷
劫
の
相
に
於
て
は
元
よ
ウ
霧
の
Φ
。
葺
即
Φ
抵
馨
①
暮
圓
談
で
あ
る
（
安
ぽ
9
樹
導
押
娼
噌
（
、
ワ

　
・
。
（
）
い
Q
ご
。
　
討
ち
彼
に
あ
っ
て
は
永
遠
的
眞
理
は
直
ち
に
必
然
的
實
在
で
あ
り
、
哩
笥
訟
。
は
卿
。
葛
拳

　
で
あ
る
。
白
し
で
之
れ
や
が
て
紳
血
目
然
本
家
の
藤
目
で
あ
る
。
此
故
に
偶
然
は
唯
人
問
的
認

　
識
の
不
完
全
な
る
時
に
生
ず
る
総
見
に
過
ぎ
ぬ
Q
眞
に
思
惟
可
能
な
る
竜
の
は
必
然
に
存
在
す

　
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
臓
。
軍
に
可
能
な
る
込
の
は
話
本
質
感
偶
然
と
異
る
慮
は
な
い
曾
仲
鉱
ρ

　
陸
島
。
℃
・
こ
。
即
ご
署
・
脅
P
。
。
旗
可
能
と
偶
然
と
は
嚴
密
に
云
へ
ば
匿
別
さ
れ
て
居
る
け
れ
ど
竜
、
夫
は

　
程
度
上
の
相
違
で
種
類
の
上
の
相
異
で
は
な
い
か
ら
、
遊
に
は
ス
ビ
ノ
f
ザ
自
身
竜
許
し
て
居
る

　
如
く
、
皆
々
同
一
義
の
竜
の
と
見
て
置
く
）
o
ラ
イ
ブ
亀
ツ
が
永
遠
的
眞
理
を
可
能
的
者
と
相
即
し

％
て
そ
の
絶
鋼
的
形
而
上
心
的
必
然
性
を
高
潮
し
π
の
は
、
デ
か
ル
ト
．
ス
ピ
ノ
馨
ザ
の
如
上
の
解
繹

　
　
　
　
　
”
ツ
ツ
エ
要
當
説
の
由
來
　
　
　
　

厨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



ri｝c）

　
　
　
　
暫
鑛
碍
，
究
　
聡
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

に
反
饗
し
（
同
時
に
雨
期
の
調
和
と
云
ム
ε
も
目
指
し
た
の
で
は
あ
る
が
当
寧
ろ
申
世
哲
學
者
の
見

解
に
蚕
食
す
る
の
意
向
に
動
か
さ
れ
た
結
果
で
あ
ら
う
。
即
ち
ス
ビ
ノ
童
ザ
に
甥
し
て
は
、
永
遠

的
翼
理
の
形
而
上
、
學
的
必
然
と
云
ふ
黙
に
側
て
は
同
意
t
れ
ど
竜
・
之
を
准
在
と
相
帥
す
る
ε
に

反
嚇
し
、
彼
が
不
完
壼
な
る
認
識
を
あ
ら
は
す
語
と
し
泥
可
能
的
を
ど
つ
て
、
直
ち
に
右
の
必
然
的

眞
理
そ
の
者
を
表
は
す
用
語
と
し
た
。
デ
カ
ル
ト
に
甥
し
て
は
、
紳
の
理
性
の
外
に
嵐
由
意
志
を

認
め
π
る
織
に
は
賛
同
す
れ
ど
竜
、
理
性
的
眞
理
を
全
く
之
に
從
属
せ
し
め
、
其
必
然
性
を
封
人
問

的
桐
封
的
だ
ら
し
め
、
其
結
果
一
面
に
は
之
を
偶
然
的
存
在
と
異
音
し
乍
ら
、
他
面
に
は
爾
漏
を
同

一
塾
す
る
と
…
云
ム
矛
眉
を
犯
す
に
至
っ
た
の
に
反
面
し
だ
。
　
イ
ラ
プ
ニ
ッ
ツ
が
理
性
的
眞
理
を
以
っ

て
可
能
的
者
と
よ
び
、
或
は
物
の
本
質
を
あ
ら
は
す
竜
の
と
レ
之
に
繕
封
的
形
而
上
學
的
必
然
性

を
．
認
定
し
π
の
は
、
其
背
後
に
背
負
ふ
上
述
の
歴
吏
的
過
去
に
縁
由
す
る
腱
些
少
で
な
い
と
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
彼
が
永
遠
的
無
理
を
ぱ
、
先
行
哲
學
者
に
依
っ
て
偶
然
的
者
と
岡
一

義
と
見
ら
れ
た
る
可
能
的
者
と
名
け
π
ε
は
ス
ど
ノ
ヨ
ザ
と
は
反
野
に
夫
が
飽
迄
も
存
在
と
異

甥
し
て
の
本
質
を
表
は
す
竜
の
な
る
の
意
を
明
に
す
る
爲
め
で
あ
ら
う
。
又
彼
が
此
定
理
の
論

理
的
数
學
的
必
然
性
の
み
な
ら
ず
絶
野
禽
形
而
上
學
的
必
然
性
を
力
説
す
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
と

は
反
封
に
夫
が
紳
の
萬
能
の
意
志
を
以
っ
て
す
る
竜
如
何
と
竜
な
し
難
き
客
観
的
必
然
性
を
有



す
る
の
意
を
表
は
し
だ
い
集
め
で
あ
ら
う
σ
彼
は
瀞
の
理
性
と
意
志
と
を
匠
別
し
、
紳
の
理
性
ば

貯
器
σ
q
δ
目
島
Φ
。
。
〈
Φ
昌
ε
国
津
Φ
ぎ
巴
⑦
。
・
（
冨
○
轟
鎚
‘
吻
湛
。
。
）
邸
ち
δ
℃
亀
ω
釦
①
ω
唱
。
。
・
獣
甑
①
。
慶
（
男
Φ
§
璋
タ
嗣
。
。
・
霞
｝
巴
Φ
零
話
号

》
三
碧
｝
P
ぐ
H
母
川
Ω
ゼ
H
H
恥
O
）
で
あ
る
が
、
紳
の
意
志
は
理
性
の
提
供
す
る
此
材
料
に
就
イ
撰
揮
の
喬
由

（
夫
れ
宇
戸
て
ふ
債
値
に
制
約
さ
れ
π
極
め
て
限
定
的
の
事
由
）
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
π
（
U
一

。ひ

豪
c
・
済
H
ど
♀
H
＜
・
齢
。
。
一
¢
）
。
換
、
言
す
れ
ば
永
遽
的
翼
壁
ば
憩
の
理
性
の
内
在
的
封
象
で
あ
る
が
．

然
し
其
意
志
に
要
し
て
は
超
越
す
る
、
聯
は
之
を
軍
隊
の
理
性
内
に
8
葺
Φ
h
。
諺
α
Φ
に
襲
養
す
る
の

み
に
て
、
其
實
存
性
は
瀞
と
難
ど
も
左
右
し
難
く
唯
之
を
承
認
す
る
外
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

葺
驚
8
声
回
H
い
O
・
眠
く
馳
餐
G
。
・
切
。
岸
鶏
・
¢
｝
」
。
欝
島
・
凄
b
・
o
営
b
剛
∬
。
然
ら
ば
斯
く
の
如
き
必
然
性
を
具
す
る

ボ
蓮
的
眞
理
の
認
定
は
認
識
塗
如
量
る
旨
題
を
彗
あ
で
あ
ら
5
か
・

7ユ7

　
　
　
　
　
　
†
五

　
先
づ
何
よ
う
竜
明
ら
か
な
芝
は
彼
の
理
性
的
眞
理
の
論
が
所
謂
加
虐
設
の
破
棄
と
な
る
織
で

あ
る
。
其
自
身
の
内
に
矛
盾
を
生
ず
る
ε
な
し
に
思
惟
し
得
る
も
の
は
総
て
可
能
的
で
あ
る
と

云
は
れ
る
。
此
際
可
能
と
は
艮
Φ
導
σ
Q
帥
巨
ま
と
の
意
に
外
な
ら
雲
気
葺
Φ
膨
切
。
璋
◎
q
話
ダ
く
嗣
㎞
O
・
目
H
振
α
。
。
）
。

思
惟
必
然
の
野
島
は
永
遠
不
憂
の
餐
有
性
を
有
し
本
質
を
あ
ら
は
す
、
凝
れ
が
外
界
存
在
と
な
る

　
　
　
ロ
ツ
ツ
エ
曇
陥
冨
説
の
由
　
凍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
五
一



㍉

71’8

　
　
　
哲
學
研
究
　
笛
二
や
七
號
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

や
否
や
を
問
は
な
い
の
で
あ
る
（
『
遠
図
ご
唱
譲
。
・
影
Φ
零
嵩
汁
8
暑
宥
。
・
ε
ヨ
、
聾
富
旨
砂
暮
8
蓉
Φ
養
露
ρ
⑦
8
鼠
夢
写
ツ

8
犀
器
耀
Φ
審
毒
Φ
話
頭
β
毒
Φ
瞬
象
。
護
鐘
訟
8
書
留
§
砂
二
。
弓
Φ
ω
8
籍
霧
幣
束
巴
弓
娼
。
毒
Φ
銭
監
①
奉
巳
雅
恩
。
。
仲
書
↑

自
ω
ま
お
ム
尉
。
鴛
⑳
蓼
戸
図
昌
い
O
・
目
H
・
鶏
。
。
一
ε
。
何
等
の
存
在
物
の
之
に
封
古
す
る
竜
の
が
無
く
て
も
、
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

能
で
あ
れ
ば
思
想
は
景
雲
的
で
あ
る
の
で
あ
る
（
d
器
峯
密
。
・
①
護
器
2
ρ
ρ
奏
滋
亀
Φ
霰
ε
o
ω
獣
蔵
ρ
ρ
蓉
望
停

ξ
ぎ
壽
。
風
。
・
窪
艮
切
、
曳
囲
、
Φ
剛
§
鉱
①
．
賭
。
竃
・
図
ρ
回
押
。
。
9
0
．
ぐ
加
践
〉
。
　
存
在
は
流
脅
す
る
。
　
可
能
的
な
る
の

み
の
故
に
こ
そ
本
質
は
永
選
的
で
あ
る
（
篁
図
器
Φ
9
＄
訟
自
ご
ワ
Φ
考
弘
罫
睾
。
㌍
饗
饗
o
ρ
鐸
、
臨
器
・
，
．
曳
p
σ
q
潔
姿
Φ
自
．

回
δ
隆
露
ρ
劉
。
蜜
・
．
肉
馨
“
冨
押
。
。
い
Φ
。
〈
”
も
。
凝
）
。
永
遠
と
は
暗
聞
上
の
永
久
で
は
な
X
て
超
聯
帯
性
を
意

昧
す
る
こ
と
断
は
る
泡
竜
無
い
。
申
澄
哲
算
者
は
眞
理
を
存
在
と
匠
慰
し
て
置
き
乍
ら
、
動
離
す

れ
ば
永
遠
的
眞
理
郎
永
蓮
歩
實
在
で
あ
る
と
し
、
雨
者
を
混
同
し
て
擦
筆
論
老
に
雰
難
の
口
實
を

與
へ
や
う
と
し
π
。
　
ラ
イ
ブ
ニ
。
ツ
は
ノ
・
。
葬
鍛
。
仲
蓬
琶
藪
を
ぎ
蟄
玉
戸
。
仲
①
巳
駐
＄
と
見
る
と
に
も
異
論
を

提
出
し
、
飽
迄
も
翼
理
の
存
在
と
準
依
に
喪
号
す
る
意
を
徹
底
せ
ん
と
カ
め
て
居
る
（
邑
尽
き
臨
。
｝
強
。
始

げ
鶏
夢
解
簿
○
馨
急
、
》
ユ
纂
。
い
肇
‘
紹
押
畝
O
ゆ
）
。
可
・
罎
龍
と
噛
仔
在
．
と
の
附
別
は
欝
駆
黒
字
蘭
甥
象
ハ
例
へ
げ
二
ご
角
形
）
や
鋤
茄
學
的

法
期
に
よ
っ
て
屡
説
明
さ
れ
て
あ
る
が
、
種
々
の
卓
越
に
於
て
ラ
イ
。
フ
晶
ッ
ッ
翼
理
観
の
特
色
を
示

す
竜
の
と
し
て
特
に
興
鎌
深
い
の
は
ぎ
測
。
蒙
勇
留
置
房
訂
臥
。
の
例
讃
で
あ
ら
う
。
『
ア
ス
ト
レ
写
物

裾
』
は
如
何
に
し
て
竜
硯
實
存
在
世
界
に
あ
・
う
得
べ
あ
塞
ぎ
る
物
嘉
で
あ
る
。
世
界
慮
◎
。
同
巨
℃
。
。
。
逸
σ
ぜ
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・・

Y
ち
℃
霧
。
。
難
＄
⑦
瞬
ぎ
浸
の
8
干
与
。
輝
で
あ
る
。
ア
ス
ト
レ
ー
は
他
の
総
て
の
可
能
臨
老
と
綜
合

關
係
に
立
だ
澱
か
ら
雰
存
在
で
あ
る
。
然
し
其
膚
膿
に
於
て
は
何
等
の
矛
眉
も
含
ま
濃
首
尾
一

貫
せ
る
人
物
で
あ
る
。
此
意
味
に
持
て
彼
は
繕
欝
曲
に
可
能
で
あ
る
P
、
髪
貯
診
Φ
欝
℃
o
隆
ぴ
｝
窪
び
。
。
。
ざ
臼

。
β
ぽ
目
Φ
ま
冠
。
劉
冨
○
蛋
材
σ
◎
け
⑦
許
罎
H
h
㎞
¢
露
H
H
回
も
唄
ゆ
一
膳
刈
q
p
）
。
　
此
弼
に
よ
っ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
可
能
黒
W
は
紹
園
智
ハ
在

的
意
味
の
世
界
と
見
る
べ
き
竜
の
で
、
普
蓮
に
翼
理
と
忽
せ
ら
れ
る
よ
う
蓬
に
慶
ぎ
領
域
を
有
す

る
ε
を
知
ウ
得
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
か
ル
ツ
ァ
ノ
の
命
題
爵
膣
の
世
界
に
相
野
す
る
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
彼
が
理
性
酌
量
理
の
超
主
掘
性
・
超
作
用
性
を
高
潮
・
細
説
す
る
を
見
て
は
彼
の
反
摸
寓
主

義
の
客
観
的
要
詮
議
に
立
脚
せ
る
も
の
な
る
ε
を
幡
・
少
得
る
の
で
あ
る
。

　
理
性
的
翼
理
は
響
町
な
る
普
汎
性
を
持
つ
。
然
し
契
は
一
般
．
的
承
認
と
云
ふ
意
で
は
な
い
衝
？

”
碧
・
鳥
・
甥
臨
・
塗
ド
回
・
蟹
く
・
い
Φ
・
＜
“
b
っ
b
つ
る
。
。
㌦
。
三
角
形
の
本
質
は
，
注
意
し
て
考
へ
る
人
達
を
し
て
必
ず
同

一
封
象
を
瑳
見
せ
し
め
る
カ
を
持
ち
、
之
に
就
て
の
彼
等
の
思
想
は
必
然
に
一
致
す
る
。
然
し
共

所
長
本
質
は
永
遠
に
し
て
且
つ
ぎ
暴
富
ご
。
羨
に
あ
る
（
ピ
Φ
貯
①
膨
国
雲
畠
Φ
謂
H
㎞
O
』
始
ざ
）
。
彼
は
此
超
作

用
性
を
一
厨
明
笛
し
て
日
ふ
、
卜
g
器
馨
ρ
ρ
謬
奮
｝
§
同
厨
彰
塁
社
σ
q
浮
評
聾
塞
o
g
δ
一
相
観
似
霧
。
信
β
o
P
簿
彦
⑪
ヨ
①

4
β
Φ
冨
ビ
暮
壽
巴
。
ε
o
凶
q
p
話
器
酔
蓄
｝
す
き
客
旨
き
炉
＄
箭
醇
Φ
旨
客
ユ
聲
鷲
罎
げ
。
・
◎
器
①
β
8
。
・
9
u
Q
①
諺
霧
身
①
。
・
鷲
8
ρ
℃
鉱
甲
ρ

，
唱
、
織
話
竜
・
、
気
麟
σ
Q
窪
信
。
鳥
塗
』
§
寒
時
艦
載
。
・
ら
～
“
訂
§
こ
ミ
曹
ミ
～
〔
N
§
蕊
ら
§
§
ぎ
遠
、
～
器
●
（
宕
。
嚢
国
伍
。
・
‘
一
員
q
p
㎞
白
く
ご
ミ
b
。
）
n

　
　
　
　
ロ
ツ
ツ
エ
曇
の
當
説
の
由
來
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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哲
學
研
究
　
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
践
幽

可
能
亡
者
は
無
限
に
あ
る
。
永
遠
は
無
窮
に
渉
っ
て
居
る
。
人
間
の
知
ウ
得
だ
る
翼
理
は
其
一

小
部
分
に
過
ぎ
漁
◎
累
。
超
。
胃
お
①
峯
器
8
凶
暑
き
話
二
諺
器
ぴ
①
旨
旨
翻
⑦
巳
σ
Q
暴
日
誌
洋
Φ
諺
b
。
託
巨
鐸
ρ
ρ
舞
暮
d
冴
琶
①

ロ
巨
Φ
馨
巨
Φ
彰
。
勢
罠
曉
9
q
詰
窪
。
旨
旨
魯
⇔
。
箋
β
ρ
二
夢
彰
ぎ
玄
。
・
窪
斡
。
昏
酔
影
釦
貰
d
町
鐸
＆
0
9
・
罫
3
9
〈
月
。
。
0
9
。

斯
く
の
如
き
言
読
は
何
れ
目
語
の
論
理
的
客
槻
主
義
を
明
澄
に
語
る
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
私

の
見
る
庭
で
は
、
彼
は
三
つ
の
方
面
に
於
て
其
客
観
的
愛
心
詮
た
る
積
極
的
立
謹
を
行
っ
て
居
る

様
に
思
ふ
。
第
一
デ
カ
ル
ト
の
直
謹
説
に
封
ず
る
批
評
に
於
て
、
第
二
に
輩
旧
観
癖
直
磁
性
の
意

義
規
定
に
於
て
、
而
し
て
最
後
に
興
趣
自
膣
と
共
認
識
と
の
轟
轟
に
於
て
。

　
デ
カ
ア
塾
が
其
元
學
的
思
索
を
、
疑
惑
に
初
め
て
翼
理
標
準
の
確
立
へ
と
進
ん
だ
分
析
的
道
程

は
正
し
い
。
然
し
彼
の
方
法
に
は
『
行
過
ぎ
た
る
』
と
『
行
足
ら
な
い
』
と
の
二
重
の
敏
鮎
が
あ
る
。
行

き
過
ぎ
た
め
と
は
、
彼
が
数
學
的
興
理
や
矛
盾
律
に
基
く
論
理
的
演
繹
を
竜
衙
疑
は
し
き
も
の
と

な
し
た
る
織
を
指
す
。
行
足
ら
漁
と
は
、
彼
が
藤
壷
の
標
準
を
直
謹
即
ち
親
念
の
明
断
剣
然
性
に

求
め
だ
る
織
を
意
味
す
る
（
U
Φ
紆
Φ
㌫
句
。
器
落
ポ
冨
り
昏
っ
”
図
回
く
㎞
Q
●
H
●
合
b
っ
．
白
。
Q
噂
O
．
H
＜
脳
躍
i
μ
Ω
μ
＜
”
。
。
b
。
N
－
Q
。
価
凱

（
蕉
8
一
出
。
明
断
割
然
と
認
識
さ
れ
だ
る
も
の
は
総
て
翼
な
ウ
と
云
ふ
。
然
し
或
人
に
明
断
な
る

概
念
竜
、
他
の
人
に
は
暖
昧
な
る
こ
と
が
あ
る
。
現
に
デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
明
断
な
る
も
の
と

考
へ
ら
煎
π
る
盤
魂
及
毯
思
惟
の
憶
念
が
㌧
マ
γ
ブ
ラ
ン
シ
に
於
て
は
毒
腺
な
る
槻
念
と
見
ら
れ
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て
居
る
で
は
な
い
か
へ
㈹
Φ
㈹
①
b
U
＄
＄
自
暴
壽
瓢
号
β
○
票
田
ω
罰
匠
塁
三
2
＜
葭
H
旧
O
・
戸
く
も
b
g
o
O
）
。
誤
れ
る
観
念
も

一
見
自
明
の
如
く
思
は
れ
、
爲
め
に
過
っ
て
之
，
を
眞
實
な
る
観
念
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
，
例
へ
ば

琶
。
言
。
。
。
巴
①
匿
官
凶
な
る
槻
念
は
不
可
能
な
る
即
ち
面
内
に
矛
盾
を
含
む
観
念
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
、

入
は
動
員
す
れ
ば
之
を
可
能
な
る
か
の
如
く
に
思
ひ
込
む
（
嗣
Φ
農
註
…
6
直
川
。
α
o
G
Q
巳
軸
物
ρ
＜
①
暮
簿
Φ
。
醇

H
幽
Φ
演
脚
Φ
・
臨
く
“
腿
b
っ
澄
。
　
之
を
要
ず
る
に
デ
カ
ル
ト
の
樹
立
し
た
認
識
確
實
性
の
原
理
は
、
未
だ
許
す

に
究
覧
原
理
と
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
明
断
得
意
に
は
更
に
其
上
に
立
ち
て
之
を
判
定
す
る

標
準
を
要
す
る
。
此
巳
曲
馬
雲
a
警
守
禽
。
簿
㊦
噌
影
が
な
け
れ
ば
．
彼
の
原
理
竜
用
を
な
さ
臓
で
あ
ら
う

（
o
℃
ゆ
●
。
凶
£
食
軌
）
。
何
故
に
デ
カ
ル
ト
の
原
理
は
し
か
く
不
充
分
不
満
足
の
竜
の
で
あ
る
か
。
之
れ

そ
が
心
理
的
の
激
規
で
あ
っ
て
、
論
理
的
の
原
理
で
な
く
、
從
っ
て
主
観
的
確
實
性
を
示
す
に
止
ま

ウ
、
客
観
的
確
實
性
を
保
話
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
偏
見
妄
執
の
数
々
を
論
議
し
、
誤
謬
の
心
理
的

源
因
を
探
究
し
、
之
を
排
除
抜
根
す
る
細
め
に
疑
惑
の
方
法
を
推
湿
す
る
が
如
き
は
、
迂
遠
無
用
の

業
で
あ
る
。
誤
謬
を
退
け
て
翼
理
を
獲
ん
と
な
ら
ば
、
論
理
に
訴
べ
理
性
の
光
に
侮
る
に
如
か
粗
。

其
屋
に
は
、
誤
謬
は
朝
日
に
甥
す
る
夜
の
幻
像
の
如
く
嚢
散
霧
浴
す
る
で
あ
ら
う
（
鵠
0
9
餐
錘
2
d
δ

日
㊦
導
巳
N
－
国
自
融
。
訂
浅
窪
伽
Φ
目
犀
ぴ
9
0
、
中
国
三
8
即
身
讐
国
諺
ぎ
司
Φ
一
、
博
ド
。
っ
㊤
9
。
・
◎
Q
O
鱒
i
ぐ
時
．
6
0
暮
．
－
ピ
○
σ
q
G
b
9
8
”
ぎ
8
b
っ

Φ
露
O
｛
言
。
仲
Φ
b
っ
）
。
直
れ
で
は
謂
ふ
腱
の
明
断
判
然
の
標
準
或
は
興
儒
の
客
鶴
的
論
理
的
標
準
は
如

　
　
　
・
ロ
ッ
ツ
ェ
委
常
號
の
密
來
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箏
　
　
　
　
　
　
践
五
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貌
獅
　
學
　
　
研
　
　
劣
　
　
　
第
　
二
　
十
　
七
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
山
ハ

何
に
し
て
確
立
さ
れ
る
か
、
叉
夫
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
勲
に
ラ
イ
ブ
鳥
ツ
の
客
観
的
姜

當
説
の
第
二
の
織
即
ち
翠
純
腰
輿
の
直
畳
知
の
論
が
開
展
し
て
眠
る
の
で
あ
る
。

　
求
む
る
虚
の
明
断
到
然
の
標
準
、
認
識
の
客
観
蘭
原
理
を
薮
見
す
る
方
法
は
、
デ
カ
ル
ト
の
採
つ
、

控
方
途
を
微
癒
せ
し
む
る
に
あ
る
。
言
葉
を
換
へ
て
言
へ
ば
『
分
析
を
姦
濫
迄
推
進
め
て
行
く
』
に

あ
る
（
試
。
象
野
晒
露
霧
Φ
仙
く
添
b
D
α
）
、
認
識
を
其
最
後
の
軍
純
要
素
に
分
解
す
る
に
あ
る
薄
舞
お
μ
○
峯
窪
び
〒

茜
一
恥
く
h
押
嘗
一
〇
・
≦
σ
q
引
解
・
難
ポ
團
単
側
）
。
斯
　
く
し
て
吾
人
は
直
畳
に
於
て
合
宜
的
認
識
を
獲
る
（
ピ
Φ
臼

£
9
＜
困
添
器
）
。
認
識
の
窮
極
原
理
が
古
畳
知
π
る
べ
き
と
は
、
古
点
よ
ゐ
屡
々
稽
へ
ら
れ
し
慮
、
デ

カ
ル
ト
の
直
詮
画
竜
固
よ
う
慧
ハ
」
種
で
あ
る
。
問
題
は
其
直
畳
の
内
容
を
侮
と
観
る
か
に
あ
る
。

而
し
て
ラ
イ
ブ
齢
　
ッ
ツ
が
舷
に
合
宜
的
認
識
（
8
囎
母
野
鑑
器
ρ
雪
ぎ
）
距
告
掲
げ
畿
し
控
の
は
、
デ
カ
ア
｝
の

明
醐
翼
然
論
を
ス
ピ
ノ
｝
ザ
の
。
。
◎
δ
鼠
鉱
群
貯
砂
薫
り
思
想
に
よ
っ
て
補
完
し
、
之
を
無
漏
的
に
開
展

し
た
．
竜
の
と
思
は
れ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
よ
ム
見
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
勿
論
ス
ピ
ノ
嘗
ザ
竜
萄
、
認
識
・

確
立
性
の
原
理
を
主
観
の
内
に
求
め
π
る
ら
難
を
詣
れ
な
い
。
之
に
反
し
て
彼
の
要
求
す
る
堪

の
合
宜
的
認
識
は
、
如
何
な
る
意
昧
に
於
て
も
主
観
や
作
用
を
超
越
せ
る
純
灘
客
親
署
の
竜
の
で

あ
る
。
其
直
孫
と
は
主
観
に
翼
す
る
心
理
的
直
接
の
謂
で
な
く
て
超
主
観
的
な
る
論
理
的
直
接

の
意
で
あ
る
。
此
要
求
に
癒
ず
る
竜
の
こ
そ
、
正
し
く
彼
の
命
題
二
二
の
窮
極
要
素
π
る
肖
同
的
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公
理
と
概
念
定
義
の
究
覧
要
素
π
る
輩
純
観
念
と
に
外
な
ら
な
い
。
彼
が
曾
爾
者
を
永
遠
附
興

理
の
要
索
（
囲
Φ
罵
〆
切
奉
野
暮
一
㌍
器
紳
①
誓
量
と
よ
ん
だ
の
竜
所
以
あ
う
と
謂
ふ
べ
し
で
あ
る
（
O
Φ
o
慶
焔
、
暮
ぎ
獣

a
曾
即
蓄
ご
9
＜
昌
・
、
鐸
ノ
、
蒔
Q
・
く
鍔
。
。
8
）
。
　
料
れ
が
超
主
観
の
も
な
る
ε
は
、
其
直
接
飽
と
云
は
る

る
意
義
を
考
へ
て
見
れ
ば
癒
る
。
自
同
型
公
理
邸
ち
先
天
的
三
牲
的
第
一
置
ハ
理
　
（
ぽ
融
々
Φ
巳
Φ
羅
・
。

ぎ
馨
訟
2
鷲
§
評
。
¢
蟄
鱒
ρ
ぎ
に
）
の
直
壁
鹸
直
接
的
と
稻
せ
ら
れ
る
の
は
無
主
．
嚇
と
賓
僻
と
の
乗
艦
ξ

旨
Φ
毎
薮
§
が
あ
る
爲
め
で
、
理
解
力
と
其
勤
王
と
の
問
の
直
接
の
爲
め
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
『

A
は
A
で
あ
る
』
の
自
同
律
に
基
く
直
接
で
、
作
用
と
野
象
と
の
間
の
直
接
で
は
な
い
量
0
5
．
・
頃
∬
H
メ

ρ
O
・
ぐ
旗
猿
）
。
此
認
証
の
直
接
性
は
、
窮
極
す
る
塵
、
不
可
分
割
飽
軍
純
観
念
の
可
能
を
立
言
す
る
肖

同
命
題
に
基
く
直
接
と
な
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
彼
が
『
総
て
の
理
性
の
原
本
早
上
理
は
槻
念
の
直
接

性
と
云
ふ
織
に
撃
て
直
接
で
あ
る
』
と
の
主
張
は
、
正
し
く
如
上
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
篇
σ
帥
野

H
く
”
b
っ
藁
・
＜
”
。
。
套
・
第
十
二
笛
罫
書
）
。
論
じ
て
鼓
に
至
れ
ば
、
彼
が
デ
カ
卿
ト
、
ス
ビ
ノ
婁
ザ
よ
ウ
も
、
更
に

一
歩
を
進
め
、
彼
等
に
内
在
す
る
共
論
理
的
契
機
を
純
化
徹
底
せ
し
め
π
る
結
果
到
達
し
π
る
認

識
最
後
の
客
概
的
標
準
は
、
物
の
可
能
性
（
お
拷
霧
。
。
①
℃
8
珍
ぴ
蕾
臼
）
の
究
覧
要
素
π
る
夫
の
℃
臨
書
日
勤
8
。
・
蚤
7

量
き
鉱
9
拐
9
Φ
乙
。
9
三
圃
滋
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
澱
。
彼
が
此
軍
営
観
念
の
登
見
確
定
を
重
競
す

る
叉
所
以
な
し
と
せ
澱
。
私
が
嚢
き
に
嶽
同
律
に
基
き
℃
蜀
豊
冨
貯
郵
貯
Φ
写
象
菩
。
8
の
先
天
的
謹

　
　
　
　
ロ
ツ
ツ
エ
委
賞
湘
説
の
由
　
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
五
七
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哲
墨
　
研
　
究
　
　
第
二
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

明
を
追
求
す
る
彼
の
分
析
的
論
理
を
叙
述
し
、
特
…
に
輩
純
観
念
に
就
て
の
彼
の
見
解
を
囲
む
る
に

意
を
用
み
た
の
ば
、
蓼
藍
之
れ
が
彼
の
論
理
的
客
観
圭
義
の
最
単
発
著
な
る
様
相
を
示
す
と
思
ふ

控
爲
め
で
あ
る
。
彼
の
分
析
法
の
主
譲
題
は
軍
純
専
念
の
螢
見
・
確
定
・
組
織
に
あ
る
。
其
軍
純
観

念
は
存
在
と
無
依
な
る
可
能
的
認
識
（
論
理
及
び
数
理
の
如
き
純
紳
思
惟
の
野
象
）
に
興
し
て
は
其

組
成
要
素
で
あ
る
（
第
十
三
節
に
て
第
一
の
見
方
と
云
っ
た
も
の
）
。
偶
然
的
現
象
的
存
在
に
謁
し

て
は
之
を
認
識
に
構
成
す
る
綜
合
原
理
で
あ
る
（
第
二
の
見
方
と
瞬
け
た
も
の
）
。
而
し
て
今
や
夫

は
認
識
主
観
に
訂
し
て
は
客
観
的
の
。
苺
ぎ
伴
費
ω
訟
ま
夢
。
鼻
。
蜜
で
あ
る
ζ
と
．
を
知
う
得
た
の
で
あ

る
。
デ
カ
ル
ト
以
凍
の
傳
承
π
る
分
析
法
に
よ
る
認
識
原
理
の
登
見
を
完
成
し
た
彼
は
（
唱
⑩
篤
⑦
o
ぎ

§
巳
嶺
置
ぎ
㌶
○
昌
導
）
同
晴
に
、
バ
ウ
フ
竜
云
ふ
掩
如
く
、
彼
等
に
既
存
の
論
理
的
衝
動
を
一
層
純
粋
に

開
展
せ
し
め
疫
竜
の
と
見
る
乙
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
（
切
窪
。
劃
Φ
窪
。
訂
◎
馨
Φ
騒
2
、
コ
』
塗
。
喜
圃
ρ
H
＜
醤
O
刈
）

而
し
て
彼
の
此
論
理
主
義
は
必
然
に
筆
算
と
其
認
識
と
の
異
別
を
な
さ
し
め
な
い
で
は
措
か
な

い
。
之
れ
嚢
き
に
掲
げ
て
置
い
た
第
三
の
野
畑
で
あ
る
。

　
翼
理
自
膿
と
考
へ
ら
れ
π
る
翼
理
、
観
念
蓑
象
）
自
膿
と
澹
へ
ら
れ
π
る
観
念
と
を
匿
別
す
る
こ

と
は
、
ラ
イ
ブ
晶
。
ッ
の
論
理
的
客
観
主
義
の
必
須
の
蹄
結
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
綴
。
實
際
彼
は
此
匿

別
を
行
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
・
。
ク
が
確
實
性
を
分
ち
て
二
種
乏
も
、
一
を
。
・
弩
け
2
凶
5
曙
。
障
．
註
、
、
他
セ



　
8
詳
2
ぽ
菖
（
眺
首
。
註
Φ
鋤
σ
q
①
と
竃
晒
し
た
の
を
、
彼
は
或
意
昧
に
於
て
是
認
し
、
後
者
は
窪
Φ
窮
冠
建
富
8
ご
§
幽

　
甥
善
8
審
宣
く
巴
里
で
、
前
者
は
冒
勇
ま
首
鼠
に
露
な
ら
綴
と
言
い
た
へ
［
・
8
冨
魯
ω
鐙
憂
き
Φ
巨
霊
国
§
讐

　
・
d
巳
Φ
・
・
冨
§
σ
q
b
農
」
ξ
津
馨
♪
＜
Q
r
H
が
誤
・
、
・
翼
・
悶
く
』
。
・
碧
同
気
⑦
る
．
蓄
。
。
。
）
。
興
理
其
者
ど
其
認
識

　
と
を
柳
宿
し
な
い
な
ら
ば
、
吾
人
の
こ
れ
迄
淡
し
て
思
惟
し
な
か
つ
π
眞
理
は
翼
理
で
な
い
こ
と

　
に
な
る
で
あ
ら
う
（
属
。
箋
・
図
ψ
9
卸
ど
O
・
＜
巳
G
。
O
）
。
然
る
に
鼠
ハ
理
は
無
限
に
あ
る
。
入
間
の
認
識
し
得

　
だ
る
竜
の
は
其
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
　
同
様
の
匠
劉
は
観
念
に
就
い
て
竜
施
さ
れ
て
居
る
。
　
物

　
の
本
島
を
あ
ら
．
は
す
所
謂
翼
實
の
観
念
は
．
吾
入
が
之
を
思
惟
の
封
象
と
な
す
や
否
や
に
係
ら
は

　
な
い
（
U
ぎ
象
謎
博
薄
商
ぐ
押
O
・
H
〈
添
α
㎞
）
。
此
別
を
現
す
爲
に
は
凶
鼠
塁
μ
o
ぎ
話
と
8
き
Φ
官
話
と
云
ふ
瑚
語
を

　
用
み
る
が
劇
い
と
彼
は
言
ふ
て
居
る
（
H
尾
籠
麟
爵
ご
卑
づ
、
幕
量
。
或
は
冬
、
。
葛
こ
最
菟
暮
翼
。
醤
・

　
伽
、
き
⑦
ロ
。
ぎ
⇔
と
し
て
の
観
念
と
ぎ
8
導
。
密
弩
8
呂
玄
①
b
一
、
窪
く
雪
σ
Q
Φ
露
Φ
二
二
窓
⑦
箆
。
ψ
塗
盆
・
・
と
を
麿
別
す

　
べ
し
と
略
言
ふ
て
居
る
黛
9
μ
く
●
囲
。
・
。
・
G
團
魯
惹
け
同
ぎ
三
皐
く
埴
b
っ
轡
）
。
然
し
此
詮
を
徹
底
的
に
支
持
し
て
行

　
く
に
當
っ
て
、
ラ
ィ
ブ
ニ
ヅ
ツ
自
身
の
話
説
申
に
“
つ
の
大
な
る
障
磯
が
あ
る
っ
帥
ち
彼
の
三
具
観

　
念
及
ひ
壷
掘
眞
理
の
詮
で
あ
る
。
生
具
論
に
從
へ
ば
翼
言
及
び
観
念
は
精
密
に
本
説
具
有
ぜ
ら

　
れ
て
．
居
る
。
現
品
の
認
識
は
漕
在
的
の
も
の
を
顯
前
廊
に
な
す
ε
に
露
な
ら
澱
。
果
し
て
然
ら

罵、

ﾎ
翼
理
を
存
在
よ
う
峻
翅
す
る
こ
と
を
本
來
の
面
目
と
す
べ
き
客
槻
帥
菱
當
説
は
放
棄
さ
れ
表

　
　
　
　
　
質
ツ
ツ
千
婁
當
説
の
霜
雍
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
動
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六
C

も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
諏
。
此
黙
は
ラ
4
プ
ニ
ッ
璽
に
あ
っ
て
は
如
何
に
鰹
湿
す
べ
き
で
あ
る
か
。

幸
六

　
眞
理
の
生
具
な
ウ
や
否
や
は
、
元
來
認
織
の
起
源
に
關
す
る
意
見
の
相
違
，
で
あ
っ
て
．
認
識
の
封

象
性
、
認
識
の
便
値
を
主
題
と
す
る
認
識
論
の
立
揚
よ
ウ
云
へ
ば
、
第
二
義
朗
の
問
題
で
あ
る
。
否

寧
ろ
眞
理
庭
面
の
究
明
を
本
領
と
す
る
純
輝
論
理
主
義
に
立
脚
す
れ
ば
、
此
問
題
は
全
く
心
理
學

の
領
域
に
亡
し
、
認
識
論
の
騰
鼻
息
に
正
當
の
位
置
を
有
す
る
も
の
で
な
い
と
も
云
ひ
得
る
で
あ

ら
う
。
ラ
。
セ
川
、
カ
。
シ
う
す
の
う
イ
ブ
ニ
。
ソ
生
具
論
に
封
し
て
と
つ
だ
態
度
は
大
騰
上
直
ぐ
の
如

き
竜
の
で
あ
る
。
即
ち
ラ
ッ
セ
卿
は
之
を
以
っ
て
正
確
に
は
認
識
論
に
属
せ
ず
主
と
し
て
心
理
學

に
關
凱
る
題
輿
で
あ
る
と
し
（
鵜
量
む
・
卿
払
8
）
カ
ヅ
シ
ラ
喜
は
之
を
ラ
4
ブ
．
℃
ッ
心
理
説
の
蓮
俗
な
る
言

葉
で
あ
る
と
見
て
、
居
る
（
O
鑛
醜
・
學
卸
お
刈
）
。
ラ
イ
ブ
“
㌦
ツ
の
論
理
學
を
其
形
而
上
・
學
か
ら
切
離
し

認
識
論
を
心
理
學
と
無
依
に
観
て
行
く
こ
と
は
、
彼
の
理
性
的
永
遠
醜
翼
理
の
説
を
主
題
と
す
る

限
う
是
認
さ
る
べ
き
根
當
の
理
由
が
あ
る
。
象
れ
彼
の
眞
理
観
は
、
磯
辺
上
よ
参
云
へ
ば
、
彼
の
實

膣
概
よ
づ
竜
遙
に
先
立
ち
、
之
と
は
猫
立
に
考
察
開
展
さ
れ
溢
竜
の
で
、
そ
の
思
想
登
展
更
的
關
係

に
於
て
爾
者
を
切
離
し
て
考
へ
る
ε
は
可
能
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
現
代
の
新
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
研



ら
　
贈

究
者
が
一
致
し
て
樽
導
す
る
露
に
よ
れ
ば
、
彼
の
實
禮
論
は
其
論
理
を
根
基
と
し
て
成
立
し
そ
の

進
展
が
必
然
に
彼
の
特
異
な
る
屯
ナ
ご
ド
論
を
産
み
家
つ
だ
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
此
主
張
は
だ

と
ひ
全
部
言
葉
通
う
に
承
認
す
る
こ
と
は
娼
來
な
い
と
し
て
竜
、
彼
の
學
説
の
本
質
上
論
理
が
實

在
論
よ
う
墓
本
的
位
置
を
占
め
る
と
云
ぶ
織
だ
け
は
、
大
王
上
是
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
譲
。
生
具
読

を
大
成
し
て
示
す
と
云
は
る
る
『
悟
性
新
論
』
に
於
て
、
鍵
裂
ら
竜
次
の
如
く
に
言
ふ
て
居
る
。
吻
○
ム

ぎ
Φ
ρ
亀
Φ
碁
の
馨
黛
迂
（
曾
一
Φ
ω
寓
9
ポ
ω
．
四
竃
雪
融
＄
凶
事
震
簿
師
譲
奉
税
廟
堂
鼠
舘
碧
8
ぎ
器
鳩
駄
Φ
謬
Φ
貯
。
罎
Φ
唱
○
随
雲
斎
あ

。
貯
彦
窪
ご
H
Φ
8
。
・
零
ぎ
弓
2
二
⑦
。
・
σ
。
影
一
話
宕
2
話
皐
：
…
価
巴
乙
Φ
。
帥
量
、
．
疑
タ
Φ
篭
8
衛
Φ
｝
、
9
σ
Q
宮
自
選
。
巴
薮
Φ
器
蓬
－

①
昌
○
改
含
夢
巳
琶
Φ
o
ユ
厚
、
Φ
珍
襟
あ
弓
臆
。
嬬
旨
貯
…
鉱
弓
。
①
鐸
舅
）
置
【
o
訟
◎
覧
凱
①
Φ
．
ぐ
鳩
同
α
一
二
つ
Q
純
粋
込
醐
理
主
一
義
よ
6
二
云
へ
げ
凹
生

細
論
は
之
を
閑
…
却
し
て
差
支
な
い
ば
か
ら
か
、
或
は
ラ
ッ
セ
ル
、
カ
μ
シ
ラ
ε
の
如
く
箪
ろ
其
癒
俗
化
不

浄
化
と
見
る
を
正
答
と
す
る
で
も
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
り
ぎ
二
歳
あ
だ
う
に
初
ま
り
て
宅
。
奪
＄
羨

囲
霧
㌘
お
に
至
っ
て
大
成
し
た
彼
の
欝
欝
論
i
多
年
の
省
察
写
象
だ
う
し
生
具
読
を
、
輩
に
一
箇
の
心

理
説
で
あ
る
と
し
て
冷
遇
す
る
こ
と
は
、
果
し
て
正
常
の
取
扱
方
で
あ
ら
う
か
。
彼
の
生
具
説
其

者
を
詳
細
に
研
究
す
る
こ
と
は
私
の
目
的
圏
外
で
あ
る
。
蚊
に
は
唯
彼
の
翼
理
超
越
観
に
凝
し

て
回
れ
が
有
す
る
一
般
的
意
義
を
考
へ
て
見
だ
い
と
思
、
ふ
。

　
翼
理
叉
は
善
導
が
生
具
で
あ
る
と
は
、
夫
が
掴
人
意
識
に
現
聖
意
識
さ
れ
｛
居
る
と
の
意
で
は

　
　
　
　
領
ツ
ツ
凱
要
堂
一
設
の
由
【
爽
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
六
圃
・
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．
　
　
　
　
　
　
　
六
二

な
い
。
忽
ち
生
野
と
云
ふ
乙
と
と
現
實
的
認
識
と
は
股
に
匠
別
し
て
考
へ
ね
ば
な
ら
訟
。
此
事

は
『
悟
性
翻
論
』
に
於
て
古
画
ず
繰
返
さ
れ
で
居
る
慮
で
あ
δ
（
N
5
弱
」
●
ご
♀
＜
渇
P
鐸
i
悼
）
。
從
っ
て
生

其
は
習
得
に
密
封
の
こ
と
で
は
な
い
（
Q
・
＜
渇
O
一
貫
）
。
叉
最
初
か
ら
疑
ム
可
ら
ぎ
る
自
明
の
竜
の

で
竜
な
け
れ
ば
、
総
て
の
入
に
よ
っ
て
常
に
知
ら
れ
て
居
る
と
云
ぷ
の
で
菟
な
い
（
H
・
b
。
一
翼
く
・
。
。
q
。
・
。
。
刈
）
。

否
寧
ろ
之
を
明
白
に
認
識
す
る
誉
め
に
は
多
く
の
注
意
と
方
法
と
を
要
す
る
こ
と
屡
々
で
あ
る

（
Q
o
臼
凱
。
答
厳
敏
障
、
Φ
暮
短
ψ
幽
．
暮
。
風
8
口
薯
。
匿
貯
Φ
琶
曾
齢
9
象
亀
き
一
着
Φ
暮
℃
o
霧
8
一
聖
母
誉
ミ
8
～
ミ
・
・
慾
簿
§
8
0
§
輿
、
宇

畿
§
欺
§
無
＆
、
9
．
§
。
ε
§
ミ
恥
．
§
（
§
§
．
o
ミ
忌
・
レ
。
。
Ω
σ
登
⑦
塁
島
．
①
葺
影
画
Φ
u
塑
℃
唱
（
）
村
δ
雲
も
讐
ω
8
壁
書
霞
伊
簿
8
客
Φ
◎
お
雲
霧
Φ
寧

昌
彦
巴
器
Φ
既
望
営
。
概
言
・
．
押
博
“
9
＜
“
c
。
。
。
）
。
然
ら
ば
生
際
と
は
錦
々
何
を
意
嘉
す
る
か
。
彼
は
之
を
漕

在
性
（
ぐ
馨
雪
避
魯
と
云
ふ
て
居
る
が
勿
論
夫
れ
は
穂
の
設
明
に
竜
な
ら
霞
。
．
漕
毎
号
は
生
具
の
意

義
如
何
が
闘
題
で
あ
る
。
積
極
的
に
定
義
す
れ
ば
執
、
鳥
轄
．
繍
9
言
Φ
壽
聴
馬
ミ
§
娼
。
β
＝
o
訟
（
奉
馨
澄
器
8
・
・
婁
門

①
。
。
）
醇
①
二
竜
犀
Φ
白
Φ
§
§
び
誉
ミ
恥
と
云
ふ
意
昧
で
あ
る
（
押
廿
卑
く
為
①
）
。
鼓
に
云
ム
精
聯
は
倉
皇
の
意
識

を
の
み
指
す
の
で
な
く
て
そ
の
根
底
と
な
る
實
膣
と
し
て
の
意
識
で
あ
る
。
生
具
と
は
此
故
に

本
膿
と
し
て
の
精
騨
が
そ
れ
薄
身
に
内
在
す
る
翼
理
を
開
展
せ
し
め
た
る
違
の
傾
動
作
用
と
の

意
で
あ
る
。
此
傾
動
作
用
を
彼
は
更
に
詳
し
く
訟
明
し
て
○
Φ
口
、
9
酔
℃
歯
舞
Φ
夢
。
南
瓜
呂
Φ
ρ
環
言
8
ω
蓉
。

鳥
窪
ゆ
置
。
。
①
名
0
弼
。
融
。
。
き
葭
酔
浮
野
①
δ
m
（
〈
Φ
強
診
）
⑦
昌
曾
鳥
お
鱒
。
、
Φ
轟
・
酔
甦
冨
象
。
・
娼
畠
鎧
8
“
自
Φ
憩
襲
昌
侮
ρ
q
ロ
Φ
湾
Φ
騰
○
曙
彫
鉾
蔵
0
9
俘

葺

’
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農
圃
塗
。
言
芸
無
ぎ
羅
・
・
ε
舞
ξ
釜
蕾
曾
唱
導
。
暑
・
9
葺
塗
と
云
養
“
）
。
精
帥
乃
至
傾
動
作
凧

を
彼
の
モ
ナ
f
ド
論
に
基
づ
け
て
考
察
す
れ
ば
、
種
々
の
茶
席
竜
出
て
弱
る
で
あ
ら
5
。
然
し
私

の
馬
面
の
問
題
と
す
る
慮
よ
う
云
へ
ば
生
具
説
は
眞
理
が
實
膿
と
し
て
の
精
髄
に
内
在
す
る
こ

と
と
、
其
内
在
の
仕
方
が
静
的
で
な
く
て
動
的
に
作
用
と
し
て
存
在
す
る
ど
と
の
二
つ
を
意
味
す

る
、
と
云
ふ
織
を
注
意
す
れ
ば
足
っ
て
居
る
。
掌
れ
で
は
彼
は
何
故
に
永
遠
拝
撃
の
理
性
的
眞
理

を
超
越
界
に
安
住
せ
し
め
ず
し
て
之
を
意
識
的
郷
在
界
に
拉
し
來
ウ
、
作
用
と
結
び
附
け
て
「
考
へ

π
か
。
勿
論
鮫
に
意
識
的
實
在
と
云
ひ
作
用
と
云
ふ
も
、
現
實
の
心
理
的
意
識
叉
は
作
用
で
は
な

い
。
之
を
成
立
尤
し
め
そ
の
根
源
と
な
る
竜
の
で
、
寧
ろ
甚
だ
理
想
的
の
竜
の
で
あ
る
。
彼
よ
ウ

云
へ
ば
洩
れ
が
最
竜
現
實
的
で
あ
る
と
云
ふ
で
あ
ら
う
が
、
筆
入
の
現
實
意
識
よ
り
云
へ
ば
却
っ

て
理
想
的
で
あ
る
。
彼
の
言
葉
に
て
表
現
す
れ
ば
、
本
然
の
揚
合
の
順
序
に
於
て
第
一
義
で
あ
る

が
、
認
識
の
順
序
に
於
て
は
却
っ
て
最
後
の
竜
の
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
（
押
ご
Q
・
ぐ
為
り
）
。
重
ね
て
問
ふ
、

彼
は
何
故
に
永
遠
的
翼
理
を
斯
か
る
理
想
的
意
識
・
理
想
的
作
用
と
結
合
し
て
考
へ
た
か
。

　
翻
っ
て
客
観
的
妥
當
説
に
於
て
、
眞
理
の
非
實
在
性
・
超
主
観
超
作
用
性
が
何
故
に
高
唱
力
説
せ

ら
れ
る
か
を
考
ふ
る
に
、
何
れ
込
翼
理
の
絶
勤
性
を
擁
護
す
る
動
機
に
動
か
さ
れ
て
居
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
翼
理
の
世
界
か
ら
晴
聞
的
憂
飽
性
と
人
間
的
相
待
性
を
排
斥
す
る
爲
め
で
あ

　
　
　
　
ロ
ツ
ッ
エ
委
當
設
の
由
來
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
六
三
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六
餌

為
る
。
登
腿
で
な
く
て
竜
勘
く
と
竜
之
れ
が
其
主
要
な
る
動
機
で
あ
る
ε
は
、
ヘ
ル
パ
膨
㌧
ボ
π
ヅ
ァ

　
ノ
は
勿
論
ラ
イ
ブ
ニ
ヅ
ヅ
に
於
て
竜
心
血
に
看
取
し
得
る
慮
φ
、
あ
る
。
然
し
興
理
自
膿
は
果
し
て

　
如
何
な
る
再
婚
に
於
て
も
作
用
を
超
越
し
實
在
よ
り
切
離
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
5
か
。
個
々
の

　
，
作
用
、
個
々
の
主
概
と
無
血
に
愛
濾
す
る
こ
と
は
餓
う
に
明
臼
な
る
謡
初
で
あ
る
。
編
入
雇
人
が

　
之
を
考
へ
濃
で
も
、
又
人
馬
一
が
古
往
上
面
之
を
港
へ
ぬ
で
も
．
或
は
永
久
に
渉
う
’
て
之
を
鉱
磁
へ
膿
で

　
も
眞
理
は
常
に
眞
理
で
あ
る
。
然
し
此
故
を
以
っ
て
翼
理
の
維
野
上
超
作
用
性
が
圭
脅
し
得
る

　
で
あ
ら
う
か
。
然
う
と
云
ふ
入
は
異
理
の
本
質
的
厩
牲
と
し
て
演
爵
。
二
二
節
舞
を
鐙
む
入
で
あ
る
。

　
思
惟
可
能
竜
不
可
能
も
共
に
翼
理
自
髄
に
と
っ
て
は
偶
然
曲
と
見
る
入
で
あ
る
。
然
し
d
①
巳
自
墜

　
σ
Q
ぎ
三
胃
。
詳
を
協
性
と
し
な
い
読
癖
自
評
は
果
し
、
て
可
能
な
る
概
念
で
あ
ち
う
か
。
眞
理
は
考
ら
れ

　
た
或
は
考
へ
ら
れ
る
こ
と
に
無
憂
で
あ
ら
う
が
、
果
し
て
蕃
へ
得
べ
き
こ
と
．
を
本
質
上
要
求
し
な

　
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
思
惟
可
能
性
を
含
意
し
な
い
画
面
自
膿
は
膚
己
矛
盾
を
含
む
概
念
，

　
で
あ
る
と
思
ふ
。
正
し
く
此
織
に
カ
ン
ト
の
意
識
剛
般
、
ラ
ィ
ブ
ニ
。
ツ
の
先
天
生
心
読
の
読
き
出

　
き
る
べ
き
論
理
的
要
求
が
伏
在
し
て
居
る
の
で
は
ぽ
か
ら
う
か
。
思
惟
可
能
を
認
容
す
る
ε
ば
、

　
眞
理
を
掛
ぎ
ま
Φ
島
翌
営
！
期
る
用
語
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
…
…
・
と
結
合
し
て
考
へ
る
こ
と
で
あ

　
る
。
セ
暑
霧
Φ
㎏
げ
ρ
同
耐
営
こ
そ
正
し
く
切
Φ
ノ
一
、
鐸
ω
馨
醜
Φ
営
｛
8
。
噌
M
μ
…
昭
自
重
本
來
の
丁
目
で
は
な
い
か
。
砺
し
て
夫



　
れ
が
其
内
に
具
膿
的
磯
展
の
動
機
f
ロ
ッ
ッ
ェ
の
所
謂
㊦
霊
⑦
8
琴
器
二
二
巳
夢
σ
Q
Φ
。
。
Φ
貯
需
屠
≧
塁
一
を
附
す
．

　
る
竜
の
と
見
れ
ば
夫
は
軍
に
翼
下
の
形
式
的
方
面
の
み
な
弾
ず
其
内
容
的
方
面
を
も
必
然
に
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
擁
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
鼓
に
ラ
イ
ブ
ニ
。
ッ
が
総
て
の
眞
理
i
知
畳
や
威
畳
竜
含
め
て
一
－

　
の
生
具
な
る
ど
を
主
張
す
る
所
以
の
論
理
的
根
源
が
あ
る
（
堵
8
〈
●
肉
。
。
ψ
こ
担
ご
Φ
”
ぐ
博
霧
・
o
Q
二
一
、
玉
器
超
戸
｛
Φ

ゼ
①
ご
婁
葺
韓
’
凶
喜
ン
；
量
9
ご
9
・
若
し
斯
讐
解
禁
許
さ
れ
る
な
ら
岐
ラ
4
で
一

　
ッ
ッ
の
生
概
説
は
彼
の
客
観
主
義
の
不
浄
逆
叉
は
遽
俗
化
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
補
完
で
あ
う
開
展
で

　
あ
る
と
云
ひ
得
る
で
あ
む
う
。
然
し
逆
理
を
何
腱
翼
竜
静
的
に
考
へ
る
へ
、
ル
バ
〃
予
、
ボ
ル
ツ
ァ
ノ

　
乃
至
其
流
れ
を
追
う
リ
ッ
ケ
ル
ト
等
か
ら
は
級
曾
．
養
ぼ
。
雪
房
け
ぎ
｝
δ
腎
ω
望
畠
。
剛
。
σ
q
δ
6
話
と
云
ム
非
難
も
加

　
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
（
霞
。
】
§
こ
）
百
敷
凶
β
急
δ
霞
巳
邑
窪
熱
闘
Φ
夜
商
（
ご
ピ
。
α
Q
β
趨
α
“
蟄
。
ボ
ル
ツ
ヅ
ノ
が

　
ラ
イ
プ
ニ
ツ
’
ッ
の
◎
O
σ
q
詳
暮
8
弓
O
器
害
籠
の
に
封
ず
る
批
評
は
同
一
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
る
（
名
画
器
塁
O
貯
酬
や

　
巴
Φ
ξ
P
H
始
民
）
。
語
れ
を
ボ
ル
ッ
ァ
ノ
の
如
く
B
⑦
鷺
ぴ
o
Q
ぎ
鼻
Φ
詳
酒
田
＄
Q
Φ
鋤
髭
ぎ
墓
と
解
す
れ
ば
一
ラ
ィ
ブ
ニ
ッ

　
ヅ
の
客
観
主
義
は
最
も
徹
底
し
泥
る
も
の
と
な
う
、
同
時
二
二
の
生
具
説
提
唱
以
前
の
立
野
を
最
，

　
も
よ
く
表
明
す
る
。
　
然
し
ラ
イ
ブ
ニ
ヅ
ツ
は
ボ
ル
ツ
ァ
ノ
で
は
な
い
。
彼
の
思
想
の
生
き
下
る
螢
展

覧
は
彼
を
し
て
箪
に
思
想
の
可
能
性
の
超
越
を
偏
重
す
る
に
は
堪
へ
ざ
る
に
至
ら
し
め
た
。
愚
想

徹
　
の
可
能
は
同
時
に
可
能
の
可
思
惟
で
竜
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
　
ボ
ル
ヅ
ァ
ノ
と
は
異
っ
て
、
U
三
等
p
鋳
①
詳

　
　
　
　
　
ロ
ツ
田
エ
要
當
説
の
由
來
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
五
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哲
　
　
學
　
　
醗
　
　
究
　
　
　
第
二
　
十
　
七
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

が
可
能
的
者
（
即
ち
．
命
題
自
膿
）
の
し
弓
＄
o
｝
多
験
β
け
③
詳
た
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
其
罵
Φ
。
。
鼠
富
衛
導
Φ
牒
と
竜
な
b
．
た

の
で
あ
る
（
o
嘗
。
霊
）
。
之
を
思
想
の
験
展
と
見
る
か
或
ば
堕
落
と
見
る
か
の
評
債
を
、
今
蝕
で
試
み

や
う
と
は
思
は
濃
。
論
理
よ
ら
形
而
上
學
に
進
む
人
は
多
く
何
等
か
の
形
で
b
窪
を
取
入
れ
、
三

っ
て
純
粋
論
理
涙
の
人
々
か
ら
は
何
時
で
竜
心
理
主
義
の
混
入
と
云
ふ
非
難
を
受
け
る
。
此
非

難
の
當
否
は
暫
ら
く
劉
と
し
で
、
ラ
イ
ブ
ニ
。
ツ
に
あ
っ
て
は
、
意
識
の
直
接
経
験
に
訴
ふ
る
こ
と
に

依
っ
て
、
其
永
遠
的
眞
理
・
純
粋
可
能
的
者
は
思
惟
可
能
性
・
作
用
一
般
と
結
合
し
て
想
念
さ
る
る
に

至
う
鼓
に
先
天
生
具
読
の
提
唱
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
尤
の
で
あ
ら
う
。
是
等
の
織
に
穿
て
は
．
彼

の
論
理
か
ら
形
情
意
學
へ
の
進
展
、
次
に
彼
の
形
而
上
學
其
者
に
於
け
る
思
想
の
加
齢
を
審
か
に

究
め
π
後
で
な
け
れ
ば
、
定
言
的
な
断
案
は
下
さ
れ
な
い
。
其
方
面
の
研
究
は
之
を
増
減
に
譲
う

之
よ
ム
進
ん
で
彼
の
モ
ナ
哲
1
3
論
、
生
下
読
に
登
生
上
先
立
ち
．
多
く
の
揚
合
永
遠
的
眞
理
と
並
立

「
的
に
論
究
さ
れ
て
居
る
偶
然
的
心
理
の
説
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。
主
観
や
其
作
用
に
つ

い
て
の
立
説
は
既
に
並
在
に
就
て
の
認
識
を
前
提
し
て
居
る
。
．
一
般
に
『
存
在
』
に
就
て
の
認
識
は

如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
存
在
の
眞
理
は
如
翻
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
。
又
そ
れ
は

『
可
能
』
と
如
何
な
る
論
意
に
立
つ
の
で
あ
る
か
。
此
残
さ
れ
π
る
曲
面
を
討
究
し
て
後
初
め
て
、

彼
の
眞
理
観
の
平
繍
は
到
明
す
る
で
あ
ら
う
。
之
と
同
時
に
彼
の
論
理
よ
う
形
而
上
學
へ
の
進



展
の
必
須
な
る
所
以
竜
座
得
し
得
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
私
の
歯
面
の
目
的
と
す
る
慮
の
、
彼
が

ヘ
ル
バ
ル
ト
、
ボ
ル
ヅ
ァ
ノ
就
中
ロ
。
ツ
ヱ
の
蛋
當
説
に
興
へ
だ
影
響
竜
自
つ
か
ら
分
明
し
來
る
で
あ
ら

5
。
（
未
完
）

73勝一

事
ツ
ツ
、
エ
要
常
…
甜
説
の
由
櫛
亦

六
セ


